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研究成果の概要（和文）：　本研究は、National Databaseと公開データを用いてがん患者における在宅看取り
の実態を明らかにし、在宅看取りの多寡に影響を与える医療資源・医療活動を明らかにした。
　在宅看取り割合は、女性・65歳未満で最も高く、65歳未満では都道府県別でばらつきがみられた。在宅看取り
の関連要因として性別・年代別に関わらず増加要因として医師の訪問診療が多いこと、減少要因として急性期の
病床数が多いこと等が明らかとなった。性別・年代別の違いを考慮した在宅療養支援体制の充実、および訪問診
療を担当する医師の養成や、地域の機能別病床配分の最適化などの医療政策推進が重要と考えられた。

研究成果の概要（英文）：　　We used the Japanese National Database and public data to clarify the 
actual state of death at home among cancer patients and the medical resources and medical activities
 that affect the percentage of death at home. 
　　The percentage of death at home was highest among females under the age of 65, and there was 
variation among prefectures for those under the age of 65. As factors related to deaths at home, it 
was clarified that the increase factor was the number of doctor's home visits, and the decrease 
factor was the number of hospital beds in acute care, regardless of gender and age. It is important 
to enhance the home care support system that takes into consideration gender and age differences, 
further train doctors who are in charge of home visits, and optimize the distribution of hospital 
beds by function in the region.

研究分野：在宅医療
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　日本は超高齢社会および多死社会という側面を持つ。国民の約55.0％が最期は自宅で過ごすことを希望してい
るが、自宅で亡くなる人は約10％にとどまり、73％が病院で死亡している。特に死因第1位のがんによる病院死
割合はさらに高い。自宅で亡くなる割合が高く、病院で亡くなる割合が低いことは、終末期の適切なケアの指標
とされることから、自宅で最期を迎えることを希望する患者、特にがん患者の希望をかなえる条件整備が急務で
ある。
　我々は日本のNational Database（NDB）と公開データの併用分析により、在宅看取りに与える影響要因を明ら
かにした。本研究成果は在宅療養支援充実へ有用な基礎情報を提供する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本は超高齢社会を迎えている。総人口に占める 65歳以上の割合は 27.7％に到達し（総務省 

2018)、世界に類を見ないスピードで高齢化が進展している。また、日本の総人口は自然減の段
階となっており、出生数が 100 万人を切る一方、死亡数は 130 万人にのぼる（人口動態統計 
2017）ため、我が国は超高齢に加え多死社会の側面も有する。 
こうした中で死亡場所に関する統計をみると、国民の約 55％が自宅で最期を迎えることを希
望（内閣府 2012）する一方、実際に死亡する場所の 74％は病院（人口動態統計 2016）である。
特に死因第 1位であるがんによる病院死の割合は 83％とさらに高く（人口動態統計 2016）、こ
の割合は国際的にも高い水準（Joakim et al 2017）である。したがって、がん患者を中心とし
て、国民が希望する場所で最期を迎えるための条件整備が急務の課題である。 
がん患者に対する在宅看取りと病院死の症例を扱う先行研究は、本研究課題に関する有用な
洞察を提供している。しかしながら、これまでの報告は主に単一施設調査や小規模質問紙調査等
の結果をまとめたものであるため、日本全国の普遍的な実態が未知の状態である。したがって、
大規模データを活用した実態の解明が望まれる。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、在宅看取りを検証する観点から、在宅看取りの高低に対し同一地域の病院機
能が与える影響について大規模データを用いて明らかにすることである。 
本研究の学術的独自性は、同一地域の病院機能を地域の医療資源と位置づけし在宅看取りに
与える影響を推定すること、および全国を対象とした大規模データの解析を行うことで在宅看
取りに関連する要因を地域の特性ごとに明らかにすることである。 
 本研究の学術的創造性は、同一の地域にどのような機能があれば在宅看取りの充実が図れる
か検討できること、および在宅看取りの充実を図るために有効な方策を患者の性別および年代
別など複眼的に検討できることである。 
 
 
３．研究の方法 
(1)分析対象 
本研究は、日本の National Database（NDB）と公開データからなる異なる大規模データを併
用して実施し、当該データを都道府県単位で連結してデータベースを構築した。 
在宅看取りは NDB より取得した。NDB は厚生労働省の「匿名レセプト情報・匿名特定健診情報
の提供」事業の集計表情報を活用した。NDB は日本全国のレセプトデータと特定健診データにつ
いて全体の9割以上の情報を含む汎用性の高いデータベースである。NDBは申請者（研究代表者）
の要望に基づき担当者により抽出され、集計済みの状態で申請者（研究代表者）へ提供される。
在宅看取りは、2017 年度 NDB の医科入院・医科入院外・DPC に含まれる「転帰が死亡のがん患
者」を対象とし、在宅看取り割合を都道府県別、性別および年代別（65 歳以上、65 歳未満）に
把握できるようデータを取得した。対象症例の抽出について、まず傷病名に「がん」の文字列が
含まれる患者を抽出した。その際、「疑い」を含む傷病名およびがんの傷病名転帰が「治癒」の
ものを対象外とした。次に、傷病名転帰に死亡が登録された患者、または入院および外来の診療
費算定項目において死亡診断および看取りに関する加算（在宅ターミナルケア加算、看取り加算）
を算定した患者を抽出した。さらに、当該患者を、①入院患者、②外来患者（在宅医療に係る死
亡診断または看取りの加算を算定した患者）、③外来患者（その他）に分類した。当該患者（①
+②+③）に占める②外来患者（在宅医療に係る死亡診断または看取りの加算を算定した患者）の
割合を在宅看取り割合とした。 
本研究では、在宅看取りの対象を②とすることで、患者が在宅で最期を迎えることを希望し、
それを受けて訪問診療等を行う医師がターミナルケアおよび看取りを完遂した症例を漏れなく
含むことができるよう工夫した。またこれらの抽出基準によって、自宅における孤独死等の症例
は対象から除外した。 
公開データは地域の医療資源と医療活動を活用した。地域の医療資源は厚生労働省ホームペ
ージより取得した。同ホームページより医療資源 5種（在宅療養支援診療所数、在宅療養支援病
院数、訪問看護ステーション数、DPC 算定病床数、療養病床数）を抽出した。地域間の比較可能
性を担保するため、これらの医療資源は都道府県別の人口 10 万人あたり件数に補正した。地域
の医療活動は内閣府ホームページより取得した。「都道府県別レセプト情報等を集計した診療行
為の性・年齢調整済み地域差、Standardized Claim-data Ratio、SCR による医療活動 5種（一
般病棟入院基本料、療養病棟入院基本料、往診料、在宅患者訪問診療料、訪問看護指示料）」を
抽出した。SCR は 100 を上回ると性・年齢調整後の人口規模に対して当該医療活動が多く、100
を下回ると少ないことを意味する指標であり、地域の医療特性を把握する際の分析に活用され
る。 



(2)分析方法 
 分析は、まず症例全体の在宅看取り割合を集計したのち、①性別（女性／男性）、②年代別（65
歳以上／未満）、③性別・年代別（女性・65 歳以上／女性・65 歳未満／男性・65 歳以上／男性・
65 歳未満）からなる層別の在宅看取り割合を集計し比較した。次に都道府県別に①～③の在宅
看取り割合をヒートマップで可視化し、平均値、標準偏差、変動係数を記述した。ヒートマップ
とは数値の高低を色の濃淡で可視化した図であり、全体の動向を捉えることに優れる。さらに重
回帰分析により①～③の都道府県別在宅看取り割合に影響を与える地域の医療資源・医療活動
を推定した。割合の比較は Chi-square test を用いて行った。重回帰分析は、都道府県別在宅看
取り割合（n=47）を従属変数とし、ステップワイズ法を用いて実施した。独立変数は、従属変数
と有意な相関がみられる医療資源・医療活動とし、共線性への配慮のため独立変数間の相関係数
が 0.7 を超える関連がある際は一方を除外して投入した。 
 
 
４．研究成果 
(1)在宅看取り割合 
対象患者として 195,887 症例が抽
出された。症例全体の在宅看取り割
合は 28.9％であった。在宅看取り割
合について、性別は女性が有意に高
く（女性 30.7% vs 男性 27.6%、
p<0.001）、年代別は 65 歳未満が有意
に高かった（65 歳以上 28.6% vs 65
歳未満 33.1%、p<0.001）。性別・年代
別は、全体の割合（28.9％）に対し
て女性・65 歳以上および女性・65 歳
未満が有意に高く（30.2%、p<0.001
および 37.0%、p<0.001）、男性・65 歳
以上が有意に低かった（27.4%、
p<0.001）（表 1）。 
 
 
(2)都道府県別在宅看取り割合 
都道府県別在宅看取り割合につい
て、全体、性別（女性／男性）、年代
別（65 歳以上／未満）、そして性別・
年代別（女性・65 歳以上／女性・65
歳未満／男性・65 歳以上／男性・65
歳未満）にヒートマップで可視化し
た。47 都道府県の配列は、全体の在
宅看取り割合の降順で示した。その
結果、女性、男性、65 歳以上、女性・
65 歳以上、男性・65 歳以上では全体
と同様に色の濃淡に目立ったばらつ
きはみられなかった。一方、65 歳未
満、女性・65 歳未満、そして男性・
65 歳未満では色の濃淡に大きなば
らつきがみられ、前者に比べ標準偏
差および変動係数も高値を示した
（図 1）。 
 
 
(3) 在宅看取り割合に影響を与える地域の医療資源・医療活動 
重回帰分析では、独立変数として DPC 算定病床数、療養病床数、在宅患者訪問診療料が投入さ
れた。解析の結果、性別、年代、性別・年代のすべての層で在宅患者訪問診療料が有意な正の関
連を示した。一方、DPC 算定病床数はすべての層で有意な負の関連を示した。また、療養病床数
は女性、65 歳以上、女性・65 歳以上の各層で有意な負の関連を示した（表 2）。 

表1. 在宅看取り割合の集計および比較

件数 割合 件数 割合
全体 195,887 56,650 28.9% 139,237 71.1%
性別：
女性 83,950 25,777 30.7% 58,173 69.3%
男性 111,937 30,873 27.6% 81,064 72.4%
年代別：
65歳以上 181,453 51,874 28.6% 129,579 71.4%
65歳未満 14,434 4,776 33.1% 9,658 66.9%
性別・年代別：
女性・65歳以上 77,301 23,317 30.2% 53,984 69.8% p<0.001
女性・65歳未満 6,649 2,460 37.0% 4,189 63.0% p<0.001
男性・65歳以上 104,152 28,557 27.4% 75,595 72.6% p<0.001
男性・65歳未満 7,785 2,316 29.7% 5,469 70.3% p=0.099
・*Chi-square test

合計
在宅看取りあり 在宅看取りなし

p<0.001

p<0.001

p値*



 
 
 
(4)総括 
本研究は、在宅看取りを検証する観点から、在宅看取りの高低に対し同一地域の病院機能が与
える影響について大規模データを用いて明らかにした。同一地域の病院機能は、同一都道府県の
医療資源および医療活動として評価を行った。 
本研究には 2 つの利点が含まれる。1つ目は、全国の大規模データを用いて在宅看取りの実
態をより詳しく明らかにした点である。特に NDB の普及は日本の在宅医療の現状を明らかにす
る上で大きな効果がみられた。2つ目は、在宅看取り患者を高い精度で抽出した点である。在宅
医療に係る死亡診断または看取りの加算を算定した患者を対象として抽出することで、医師が
訪問し在宅での死亡が確認された事例の抽出精度を向上させるよう工夫した。これらの利点に
より、我が国のがん患者における在宅看取りの実態をより詳細に明らかにすることができたと
考えられる。 
分析の結果、在宅看取り割合は、女性・65 歳未満で最も高いこと、65 歳未満、女性・65 歳未
満、男性・65 歳未満で都道府県別にばらつきがみられることが明らかとなった。さらに都道府
県別在宅看取り割合について、性別・年代別の違いに関わらず、増加要因として医師の訪問診療
実施件数が相対的に多いこと、減少要因として急性期の病床数が多いことが明らかとなった。加
えて慢性期の病床数が多いことは、女性、65 歳以上、女性・65 歳以上の各層で在宅看取り割合
の減少要因であることが明らかとなった。 
我々が知る限り、これらの結果は大規模かつ高い精度のデータを活用した初めての知見であ
る。また、日本の全国調査に基づく結果であるため、我が国の在宅看取りの普遍的な傾向を示し
ていると考えられる。さらに、日本と同様に高齢化が進む諸外国における在宅看取りの課題に対
して貴重な示唆を提供することが期待される。 
今後に向けて、在宅療養支援体制のさらなる充実、および訪問診療を担当する医師の養成や、
地域の機能別病床配分の最適化などの医療政策推進が重要と考えられた。 

表2. 在宅看取り割合に影響を与える医療資源・医療活動（重回帰分析） 

標準化係数 p値 標準化係数 p値 標準化係数 p値 標準化係数 p値 標準化係数 p値 標準化係数 p値 標準化係数 p値 標準化係数 p値

DPC算定病床数 -0.312 0.003 -0.439 ＜0.001 -0.317 0.004 -0.364 0.002 -0.272 0.012 -0.400 0.001 -0.445 ＜0.001 -0.286 0.025

療養病床数 -0.257 0.014 -0.245 0.023 -0.296 0.006

在宅患者訪問診療料 0.590 ＜0.001 0.577 ＜0.001 0.580 ＜0.001 0.522 ＜0.001 0.579 ＜0.001 0.500 ＜0.001 0.573 ＜0.001 0.474 ＜0.001

調整済みR2値
・従属変数：都道府県別在宅看取り割合（n=47）
・独立変数：DPC算定病床数、療養病床数、在宅患者訪問診療料
・ステップワイズ法

0.3090.631

65歳未満

0.433 0.5690.649 0.567 0.627 0.426

性別・年代別年代別性別

女性 男性 65歳以上 女性・65歳以上 女性・65歳未満 男性・65歳以上 男性・65歳未満
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